
2017 5.115

大会・催し 講座・講習 募集 表彰 その他

 長
草
公
民
館
 

　
察（
　
）５
４
４
４

４８

▼
日
時
　
①
６
月
３
日
　
・
７
月
１
日
　
　

（土）

（土）

午
前
　
時
～
　
時
半（
全
２
回
）　
②
６
月

１０

１１

９
日
　
・
７
月
　
日
　
　
午
後
１
時
～
２

（金）

１４

（金）

時
半（
全
２
回
）　
③
６
月
　
日
　
・
７
月

１２

（月）

　
日
　
　
午
前
　
時
～
　
時
半（
全
２
回
）

１０

（月）

１０

１１

▼
場
所
　
長
草
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
内
容
　
自
身
お
よ
び
家
族
な
ど
に
施
術
で

き
る
、
ア
ロ
マ
を
使
っ
た
ハ
ン
ド
ケ
ア
の

方
法
を
学
び
ま
す
。

▼
定
員
　
各
　
人（
先
着
順
・
最
少
催
行
４
人
）

１０

▼
料
金
　
２
０
０
０
円（
初
回
に
集
め
ま
す
）

▼
申
し
込
み
　
５
月
８
日
　
～
　
日
　
に
直

（月）

２２

（月）

接
長
草
公
民
館
へ
。

 神
田
公
民
館
 

察（
　
）２
６
２
０

４６

▼
日
時
　
６
月
６
日
～
　
日
の
毎
週
火
曜
日

２７

午
後
６
時
半
～
７
時
半（
全
４
回
）

市
民
講
師
企
画
講
座

ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

学
び
ま
し
ょ
う

大
府
ば
や
し
・
大
府
小
唄
教
室

▼
場
所
　
神
田
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
で
、
保
護
者

の
送
迎
が
可
能
な
方

▼
内
容
　
大
府
ば
や
し
、
大
府
小
唄
な
ど
大

府
の
伝
統
的
な
民
踊
を
学
び
ま
す
。

▼
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１５

▼
料
金
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
か
ら
直
接
神
田

（火）

公
民
館
へ
。

▼
そ
の
他
　
こ
の
事
業
は
、
お
お
ぶ
一
生
元

気
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

 共
長
公
民
館
 

　
察（
　
）４
９
３
１

４６

▼
日
時
　
６
月
８
日
・
　
日
・
　
日
・
　
日

１５

２２

２９

の
木
曜
日
　
午
後
１
時
半
～
３
時（
全
４
回
）

▼
場
所
　
共
長
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
内
容
　
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
と
い
う
脳
活
性

市
民
講
師
企
画
講
座

シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
で
認
知
症
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
認
知
症
予
防
の
体
操
を

楽
し
く
学
び
ま
す
。

▼
定
員
　
　
人（
先
着
順
・
最
少
催
行
６
人
）

１５

▼
料
金
　
１
２
０
０
円（
初
回
に
集
め
ま
す
）

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
～
　
日
　
に
直

（火）

１６

（火）

接
共
長
公
民
館
へ
。

 ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｂ
ｕ
 

　
察（
　
）５
１
５
５

４８

▼
日
時
　
５
月
～
平
成
　
年
３
月
の
第
４
月

３０

曜
日（
８
月
は
除
く
）　
①
午
後
６
時
半
～

７
時
　
分
　
②
午
後
８
時
～
９
時
　
分

４５

１５

（
各
全
　
回
）

１０

▼
場
所
　
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｂ
ｕ
　
Ａ
ス
タ
ジ
オ

▼
対
象
　
中
学
生
以
上
の
方

▼
内
容
　
ド
ラ
ム
缶
で
で
き
た
音
階
の
あ
る

打
楽
器
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
の
演
奏
の
仕
方

を
学
び
ま
す
。
初
心
者
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

▼
定
員
　
各
４
人（
先
着
順
）

▼
料
金
　
１
万
４
５
８
０
円（
教
則
本
代
別

途
必
要
）

な
っ
ち
ゃ
ん
の
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
講
座

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
か
ら
料
金
を
添

（火）

え
て
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｂ
ｕ
へ
。

▼
そ
の
他
　
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
を
レ
ン
タ
ル

し
ま
す
。（
１
回
　
円
）詳
細
は
、
ａ
ｌ
ｌ

５００

ｏ
ｂ
ｕ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ａ
ｌ
ｌ
ｏ

ｂ
ｕ
に
設
置
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 横
根
公
民
館
 

　
察（
　
）７
７
２
２

４６

▼
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
　
時
～
正
午

３０

（火）

１０

▼
場
所
　
横
根
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
内
容
　
作
り
置
き
が
で
き
る
お
か
ず
を
旬

の
食
材
を
使
っ
て
作
り
ま
す
。

▼
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１６

▼
料
金
　
１
１
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
か
ら
料
金
を
添

（火）

え
て
横
根
公
民
館
へ
。

我
が
家
の
常
備
菜
教
室

講座・講習
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 森
岡
公
民
館
 

　
察（
　
）０
４
３
５

４６

▼
日
時
　
６
月
３
日
　
　
午
前
　
時
～
　
時

（土）

１０

１１

▼
場
所
　
石
ケ
瀬
児
童
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
　
小
・
中
学
生（
小
学
１
～
３
年
生
は

保
護
者
同
伴
）

▼
内
容
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
あ
ん
ど
ん
を

作
り
ま
す
。

▼
定
員
　
５
人（
先
着
順
）

▼
料
金
　
　
円
４００

▼
申
し
込
み
　
５
月
６
日
　
か
ら
料
金
を
添

（土）

え
て
森
岡
公
民
館
へ
。

▼
そ
の
他
　
作
っ
た
あ
ん
ど
ん
は
森
岡
町
で

行
わ
れ
る
ホ
タ
ル
観
賞
会
の
会
場
で
使
用

し
ま
す
。

 東
山
公
民
館
 

　
察（
　
）１
４
９
８

４７

▼
日
時
　
６
月
３
日
　
　
①
午
前
９
時
半
～

（土）

　
時
　
②
午
前
　
時
～
午
後
０
時
半

１１

１１

手
作
り
 行
燈
 を
作
ろ
う

あ
ん
ど
ん

親
子
そ
ば
打
ち
教
室

▼
場
所
　
東
山
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容
　
そ
ば
の
打
ち
方
を
学
び
ま
す
。

▼
定
員
　
各
５
組（
先
着
順
）

▼
料
金
　
１
組
　
円
７００

▼
申
し
込
み
　
５
月
８
日
　
か
ら
料
金
を
添

（月）

え
て
東
山
公
民
館
へ
。

▼
そ
の
他
　
こ
の
事
業
は
、
お
お
ぶ
一
生
元

気
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

 大
府
公
民
館
 

　
察（
　
）１
０
０
７

４８

▼
日
時
　
６
月
７
日
　
・
　
日
　
　
午
前
９

（水）

１４

（水）

時
半
～
　
時
半（
全
２
回
）

１１

▼
場
所
　
大
府
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
内
容
　
自
然
の
花
や
葉
を
そ
の
ま
ま
乾
燥

さ
せ
た
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
で
、
は
が
き
サ

レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
講
座

イ
ズ
の
飾
り
を
作
り
ま
す
。

▼
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１０

▼
料
金
　
１
７
２
０
円

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
か
ら
料
金
を
添

（火）

え
て
大
府
公
民
館
へ
。

 吉
田
公
民
館
 

　
察（
　
）２
１
２
３

４６

▼
日
時
　
６
月
７
日
　
・
　
日
　
　
午
前
　

（水）

２８

（水）

１０

時
～
　
時
半（
全
２
回
）

１１

▼
場
所
　
吉
田
児
童
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
就
園
前
児（
生
後
７

カ
月
以
上
・
５
月
末
時
点
）と
そ
の
保
護
者

▼
内
容
　
絵
の
具
で
色
付
け
を
し
た
七
夕
飾

り
を
親
子
で
作
り
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
リ
ズ
ム
遊
び
も
行
い
ま
す
。

▼
定
員
　
　
組（
先
着
順
）

１５

親
子
で
楽
し
む
七
夕
飾
り
作
り

初
め
て
の
絵
の
具
た
っ
ち

▼
料
金
　
１
組
　
円（
初
回
に
集
め
ま
す
）

２００

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
か
ら
直
接
吉
田

（火）

公
民
館
ま
た
は
吉
田
児
童
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
。

 共
長
公
民
館
 

　
察（
　
）４
９
３
１

４６

▼
日
時
　
６
月
８
日
　
・
　
日
　
　
午
前
　

（木）

１５

（木）

１０

時
～
正
午（
全
２
回
）

▼
場
所
　
共
長
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
内
容
　
生
花
か
ら
押
し
花
を
作
り
、
そ
れ

を
使
っ
て
布
バ
ッ
グ
な
ど
を
制
作
し
ま
す
。

▼
定
員
　
　
人（
先
着
順
・
最
少
催
行
６
人
）

１５

▼
料
金
　
２
４
０
０
円（
初
回
に
集
め
ま
す
）

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
～
　
日
　
に
直

（火）

１６

（火）

接
共
長
公
民
館
へ
。

市
民
講
師
企
画
講
座

押
し
花
ア
ー
ト
教
室
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大会・催し 講座・講習 募集 表彰 その他

 共
長
公
民
館
 

　
察（
　
）４
９
３
１

４６

▼
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

（土）

１０

▼
場
所
　
共
長
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容
　
親
子
で
簡
単
に
で
き
る
焼
き
ド
ー

ナ
ツ
を
作
っ
て
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

▼
定
員
　
　
組（
先
着
順
）

１２

▼
料
金
　
１
組
　
円
７００

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
か
ら
料
金
を
添

（火）

え
て
共
長
公
民
館
へ
。

▼
そ
の
他
　
こ
の
事
業
は
、
お
お
ぶ
一
生
元

気
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

 大
府
公
民
館
 

　
察（
　
）１
０
０
７

４８

▼
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
前
　
時
～
午
後

１４

（水）

１０

１
時

▼
場
所
　
大
府
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
内
容
　
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
食
べ
物

親
子
お
菓
子
作
り
教
室

一
生
元
気
ご
は
ん

血
を
増
や
し
巡
ら
せ
綺
麗
に
な
る

と
臓
器
の
関
係
や
、
体
が
喜
ぶ
料
理
を
学

び
ま
す
。

▼
定
員
　
７
人（
先
着
順
）

▼
料
金
　
１
３
２
０
円

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
か
ら
料
金
を
添

（火）

え
て
大
府
公
民
館
へ
。

▼
そ
の
他
　
こ
の
事
業
は
、
お
お
ぶ
一
生
元

気
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

 大
府
公
民
館
 

　
察（
　
）１
０
０
７

４８

▼
日
時
　
６
月
８
日
　
　
午
前
　
時
～
午
後

（木）

１０

０
時
半

▼
場
所
　
大
府
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
内
容
　
２
～
３
種
類
の
お
茶
や
、
お
茶
菓

子
を
楽
し
み
な
が
ら
、
薬
膳
茶
の
効
能
を

学
び
ま
す
。

▼
定
員
　
７
人（
先
着
順
）

▼
料
金
　
１
０
２
０
円

薬
膳
茶
を
楽
し
も
う

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
か
ら
料
金
を
添

（火）

え
て
大
府
公
民
館
へ
。

▼
そ
の
他
　
こ
の
事
業
は
、
お
お
ぶ
一
生
元

気
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

 北
山
公
民
館
 

　
察（
　
）６
０
１
５

４８

▼
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
　
時
～
　
時

１７

（水）

１０

１１

▼
場
所
　
北
山
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
内
容
　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で

あ
る
尾
張
万
歳
を
学
び
、
楽
し
み
ま
す
。

▼
料
金
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ
。

 森
岡
公
民
館
 

　
察（
　
）０
４
３
５

４６

▼
日
時
　
５
月
　
日
・
７
月
　
日
・
９
月
　

２１

１６

１０

日
・
　
月
　
日
・
　
月
　
日
・
平
成
　
年

１１

１２

１２

２４

３０

２
月
　
日
の
日
曜
日
　
午
後
２
時
半
～
４

１８

時
半（
全
６
回
）

尾
張
万
歳
を
学
ぼ
う
・
楽
し
も
う

日
本
史
講
座

▼
場
所
　
森
岡
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
内
容
　
尾
張
藩
御
畳
奉
行
の
日
記
を
読
み

な
が
ら
江
戸
時
代
の
政
治
や
世
相
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

▼
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１２

▼
料
金
　
２
４
４
０
円

▼
申
し
込
み
　
５
月
９
日
　
か
ら
料
金
を
添

（火）

え
て
森
岡
公
民
館
へ
。

 吉
田
公
民
館
 

　
察（
　
）２
１
２
３

４６

▼
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
後
１
時
半
～
２

３１

（水）

時
半

▼
場
所
　
大
府
南
中
学
校

▼
対
象
　
小
学
生
～
高
校
生
の
子
を
持
つ
市

内
在
住
・
在
勤
の
保
護
者

▼
内
容
　
子
ど
も
を
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
方

法
を
身
に
つ
け
、
危
険
性
を
認
識
し
、
正

し
い
使
い
方
、
家
庭
で
ど
ん
な
ル
ー
ル
を

設
け
る
べ
き
か
を
学
び
ま
す
。

▼
定
員
　
５
人（
先
着
順
）

▼
料
金
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
か
ら
直
接
吉
田

（火）

公
民
館
へ
。

▼
そ
の
他
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
準
備
し
ま
す
。

保
護
者
の
た
め
の

体
験
外
　
体
感
外
　
ス
マ
ホ
教
室

講座・講習
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 大
府
公
民
館
 

　
察（
　
）１
０
０
７

４８

▼
日
時
　
６
月
１
日
～
　
日
の
毎
週
木
曜
日

２９

午
後
１
時
半
～
３
時（
全
５
回
）

▼
場
所
　
大
府
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
内
容
　
基
本
的
な
字
形
解
釈
を
学
び
、
漢

字
の
成
り
立
ち
と
意
味
を
理
解
し
ま
す
。

▼
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

２０

▼
料
金
　
１
７
５
０
円（
初
回
に
集
め
ま
す
）

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
～
　
日
　
に
直

（火）

１６

（火）

接
大
府
公
民
館
へ
。

 吉
田
公
民
館
 

　
察（
　
）２
１
２
３

４６

▼
日
時
　
６
月
３
日
　
・
　
日
　
　
午
前
　

（土）

１０

（土）

１０

時
～
　
時
半（
全
２
回
）

１１

▼
場
所
　
吉
田
公
民
館

市
民
講
師
企
画
講
座

漢
字
講
座「
身
近
に
息
づ
く
漢
字
た
ち
」

市
民
講
師
企
画
講
座

好
き
な
時
に
自
宅
で
学
べ
る

お
お
ぶ
の
歴
史
文
化

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
内
容
　
大
府
の
ご
当
地
検
定
の
自
宅
で
の

学
習
法
を
学
び
ま
す
。

▼
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

３０

▼
料
金
　
　
円（
初
回
に
集
め
ま
す
）

９５０

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
～
　
日
　
に
直

（火）

１６

（火）

接
吉
田
公
民
館
へ
。

 子
育
て
支
援
課
 

　
察（
　
）６
２
２
９

４５

▼
日
時
　
①
パ
ソ
コ
ン
初
級
＝
７
月
２
日
～

　
月
　
日
の
毎
週
日
曜
日（
８
月
　
日
は

１０

１５

１３

除
く
）　
午
前
　
時
～
午
後
３
時
　
分
　

１０

４０

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修（
自
宅
学
習
あ

り
）＝
７
月
１
日
～
　
月
　
日
の
毎
週
土

１０

２８

曜
日（
８
月
　
日
・
９
月
　
日
は
除
く
）午

１２

２３

前
９
時
半
～
午
後
５
時
半

▼
場
所
　
①
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー（
名

古
屋
市
中
村
区
名
駅
）　
②
未
来
ケ
ア
カ

レ
ッ
ジ（
名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
）

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
・
母
ま
た
は
、
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
保
護
者
の

た
め
の
就
業
支
援
講
習
会

で
あ
っ
た
方
で
、
現
在
配
偶
者
の
い
な
い

方（
②
は
自
宅
学
習
が
　
・
５
時
間
可
能

４０

な
方
）

▼
定
員
　
各
　
人（
抽
選
）

２０

▼
料
金
　
①
２
１
３
８
円
　
②
６
４
８
０
円

（
ど
ち
ら
も
交
通
費
・
昼
食
代
を
除
く
）

▼
申
し
込
み
　
５
月
８
日
　
～
　
日
　
に
直

（月）

２９

（月）

接
子
育
て
支
援
課
へ
。

▼
そ
の
他
　
①
は
託
児（
無
料
）を
行
い
ま
す
。

 消
防
本
部
予
防
課
 

　
察（
　
）２
２
０
８

４７

▼
日
時

煙
甲
種
＝
７
月
　
日
　
・
　
日
　
　
午
前
９

１２

（水）

１３

（木）

時
～
午
後
３
時
　
分
（
　
日
は
午
後
４
時

４０

１３

　
分
ま
で
・
全
２
回
）

１０
煙
乙
種
＝
７
月
　
日
　
　
午
前
９
時
～
午
後

１２

（水）

４
時
　
分
１０

▼
場
所
　
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
優
先

▼
内
容
　
消
防
法
の
規
定
で
、
一
定
規
模
の

共
同
住
宅
・
店
舗
・
集
会
場
・
工
場
な
ど

に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い「
防
火
管
理

者
」の
資
格
を
取
得
す
る
講
習
で
す
。

▼
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

８０

▼
料
金
　
２
３
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
５
月
　
日
　
～
　
日
　（
土
・

１５

（月）

２６

（金）

日
曜
日
は
除
く
）午
前
８
時
半
～
午
後
５

時（
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）に
写
真

（
縦
４
セ
ン
チ
×
横
３
セ
ン
チ
・
無
帽
正

面
で
過
去
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も

甲
種
・
乙
種
防
火
管
理
講
習

の
）を
持
参
し
、
料
金
を
添
え
て
消
防
本

部
予
防
課
へ
。

 消
防
本
部
予
防
課
 

　
察（
　
）２
２
０
８

４７

▼
日
時
　
７
月
６
日
　
　
午
前
９
時
半
～
　

（木）

１１

時
半

▼
場
所
　
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

▼
対
象
　
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
修
了
者

で
、
収
容
人
員
が
　
人
以
上
の
特
定
防
火

３００

対
象
物
で
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ

て
い
る
方（
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
優
先
）

▼
定
員
　
５
人（
先
着
順
）

▼
料
金
　
１
６
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
５
月
　
日
　
～
６
月
９
日
　

１５

（月）

（金）

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）午
前
８
時
半
～
午

後
５
時（
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）に
写

真（
縦
４
セ
ン
チ
×
横
３
セ
ン
チ
・
無
帽

正
面
で
過
去
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も

の
）を
持
参
し
、
料
金
を
添
え
て
消
防
本

部
予
防
課
へ
。
ま
た
、
申
込
書
に
甲
種
防

火
管
理
新
規
講
習
修
了
証
ま
た
は
、
甲
種

防
火
管
理
再
講
習
修
了
証
の
写
し
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
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大会・催し 講座・講習 募集 表彰 その他

 あ
い
ち
小
児
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
室
 

　
察（
　
）０
５
０
０

４３

▼
日
時
　
５
月
～
平
成
　
年
２
月
の
毎
月
第

３０

３
土
曜
日
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

▼
場
所
　
あ
い
ち
小
児
保
健
医
療
総
合
セ
ン

タ
ー

▼
対
象
　
一
般

▼
内
容
　
事
故
予
防
ハ
ウ
ス
で
の
体
験
や
救

急
蘇
生
法
の
実
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
料
金
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
電
話
で
あ
い
ち
小
児
保
健
医

療
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
室
へ
。

▼
そ
の
他
　
子
ど
も
の
事
故
予
防
ハ
ウ
ス（
あ

い
ち
小
児
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

の
見
学
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

  文
化
振
興
課
 

　
察（
　
）６
２
６
６

４５

　
市
内
で
文
化
活
動
に
取
り
組
む
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
、
手
作
り
の
成
果
発
表
会「
子
ど

子
ど
も
の
事
故
予
防
教
室

子
ど
も
芸
能
祭
参
加
団
体
募
集

も
芸
能
祭
」へ
の
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
団
体
か
ら
実
行
委
員
を
募
り
、
企
画
・

運
営
も
行
い
ま
す
。

▼
開
催
予
定
日
　
　
月
　
日
　

１１

２６

（日）

▼
開
催
予
定
場
所
　
市
役
所
地
下
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
申
し
込
み
　
５
月
　
日
　
ま
で
に
電
話
ま

２６

（金）

た
は
直
接
文
化
振
興
課
へ
。

 ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｂ
ｕ
 

　
察（
　
）５
１
５
５

４８

▼
対
象
　
高
校
生
以
上

▼
内
容
　
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｂ
ｕ
で
行
わ
れ
る
文
化

イ
ベ
ン
ト
や
施
設
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
文
化
イ

ベ
ン
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
も
ぎ
り
や
会
場
案
内
、

文
化
イ
ベ
ン
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
広
報
活
動
の

お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
活
動
の
前

に
研
修
を
行
い
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方

お
お
ぶ
の
杜
育
み
隊

（
文
化
交
流
サ
ポ
ー
タ
ー
）募
集

で
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
料
金
　
無
料（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入

希
望
者
の
み
掛
金
　
円
徴
収
）

３００

▼
申
し
込
み
　
５
月
２
日
　
か
ら
応
募
用
紙

（火）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
F
A
X
・
E

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｂ
ｕ（
胃

（
　
）５
１
６
６
・
死m

_suzuoki@
allo

４８

bu.jp

）へ
。

▼
そ
の
他
　
応
募
用
紙
は
、
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｂ
ｕ

ま
た
は
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｂ
ｕ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

用
意
し
て
い
ま
す
。

 協
働
推
進
生
涯
学
習
課
 　
察（
　
）６
２
１
５

４５

▼
応
募
資
格
　
　
歳
以
上
の
方

１８

▼
応
募
方
法
　
５
月
　
日
　
ま
で
に
事
前
連

３１

（水）

絡
の
上
、
申
込
書
を
直
接
各
公
民
館
へ
。

▼
そ
の
他
　
申
込
書
は
、
各
公
民
館
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

市
民
講
師
企
画
講
座
（
後
期
）

　
市
民
講
師
企
画
講
座
は
知
識
や
技
能
、
経

験
を「
伝
え
た
い
外
　
活
か
し
た
い
外
」人
が

講
師
と
な
り
、「
学
び
た
い
外
」人
が
受
講
で

き
る
場
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
は
自
由
で
、
初
心

者
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。

▼
開
催
時
期
　
　
月
～
平
成
　
年
２
月

１０

３０

▼
開
催
回
数
　
　
回
以
内（
１
回
あ
た
り
　

１０

９０

分
～
　
分
）

１２０

市
民
講
師
企
画
講
座

（
後
期
）講
師
募
集

▼
開
催
場
所
　
市
内
公
民
館

▼
講
師
料
　
受
講
者
か
ら
１
人
１
回
　
円
以

３００

内
を
受
領
で
き
ま
す
。

 勤
労
文
化
会
館
 

　
察（
　
）６
１
５
１

４８

　
　
月
３
日
　
に
勤
労
文
化
会
館
で
開
催
す

１２

（日）

る
市
合
唱
祭
に
出
演
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
参
加
団
体
の
代
表
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会（
４
回
程
度
）に
出
席
で
き

る
団
体（
実
行
委
員
会
は
平
日
の
午
後
７

時
か
ら
開
催
）

▼
料
金
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
６
月
９
日
　
ま
で
に
電
話
・

（金）

Ｆ
Ａ
Ｘ（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は「
合
唱
祭
出
演

希
望
」と
記
入
し
、
団
体
名
・
代
表
者

名
・
連
絡
先
を
明
記
）ま
た
は
直
接
勤
労

文
化
会
館（
胃（
　
）６
１
５
３
）へ
。

４８

市
合
唱
祭
出
演
団
体
募
集

■
５
月
７
日
　
　
午
前
９
時
半
～
午
後
３
時
半
、
あ
ぐ
り
タ
ウ
ン
げ
ん
き
の
郷
で
献
血
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
健
康
増
進
課（
察（
　
）８
０
０
０
）へ
。

（日）

４７

講座・講習 募集
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 青
少
年
女
性
課
 

　
察（
　
）６
２
１
９

４５

　
平
成
　
年
１
月
７
日
　
に
勤
労
文
化
会
館

３０

（日）

で
開
催
さ
れ
る「
成
人
式
」を
盛
り
上
げ
る
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
　
原
則
と
し
て
、
市
内
在
住
の
新
成

人（
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
　
年
４

１０

月
１
日
生
ま
れ
）

▼
活
動
内
容
　
５
回
程
度
の
会
議
で
成
人
式

の
企
画
・
演
出
を
考
え
、
当
日
の
運
営
を

行
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
に「
成
人
式
実

行
委
員
希
望
」、
本
文
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
）で
、
青
少
年
女
性
課

（
死seijo@

city.obu.lg.jp

）へ
。

 保
育
課
 

　
察（
　
）３
８
９
５

８５

▼
職
種
　
①
保
育
士
　
②
給
食
調
理
員
兼
用

務
員
　
③
看
護
師

▼
募
集
人
数
　
①
７
人
　
②
７
人
　
③
６
人

▼
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時（
７

時
間
半
勤
務
）

▼
勤
務
場
所
　
市
内
公
立
保
育
園（
共
和
東
保

育
園
を
除
く
）

▼
応
募
資
格
　
①
平
成
　
年
６
月
１
日
現
在

２９

平
成
　
年
成
人
式
実
行
委
員
募
集

３０

保
育
園
嘱
託
職
員
募
集

で
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
　
②
資
格
条

件
な
し
　
③
平
成
　
年
６
月
１
日
現
在
で

２９

正
看
護
師
資
格
を
有
す
る
方

▼
賃
金
　
①
月
額
　
万
　
円
　
②
月
額
　
万

２０

５００

１５

　
円
　
③
月
額
　
万
６
１
０
０
円

６００

２１

▼
勤
務
開
始
日
　
６
月
１
日
　（木）

▼
待
遇
　
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入
、
距

離
な
ど
に
応
じ
て
通
勤
手
当
支
給
、
年
次

有
給
休
暇
・
特
別
休
暇
付
与

▼
選
考
方
法
　
面
接
試
験（
５
月
　
日
　
実
施
）

１８

（木）

▼
申
し
込
み
　
５
月
　
日
　
ま
で
に
履
歴
書

１６

（火）

お
よ
び
①
は
保
育
士
証
の
写
し
、
③
は
看

護
師
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
、
保
育
課
へ
。

 日
本
赤
十
字
社
大
府
市
地
区（
地
域
福
祉
課
内
） 

　
察（
　
）６
２
２
８

４５

　
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。
日
本
赤

十
字
社
大
府
市
地
区
で
は
、
赤
十
字
の
災
害

救
護
活
動
や
医
療
活
動
、
血
液
事
業
な
ど
を

資
金
面
で
支
え
る
日
本
赤
十
字
社
会
員
を
募

集
し
ま
す
。

▼
対
象
　
毎
年
一
定
額（
　
円
以
上
）の
資
金

５００

協
力
を
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
ま
た
は
法
人

▼
申
し
込
み
　
５
月
に
自
治
会
を
通
じ
て
行

わ
れ
る
募
集
に
申
し
込
ま
れ
る
か
、
地
域

福
祉
課（
日
本
赤
十
字
社
大
府
市
地
区
）へ
。

▼
そ
の
他
　
年
間
を
通
じ
て
、
寄
付
金
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
日
本
赤
十
字

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

赤
十
字
運
動
月
間

日
本
赤
十
字
社
会
員
募
集

春の叙勲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報広聴課　察（４５）６２１４

 春の叙勲で、市内から次の皆さんが受章されました。

瑞宝双光章 瑞宝双光章
警察功労 消防功労

（元衣浦東部広域連合消防監・吉川町）
浅田 恒宣さん

（元県警部・桃山町）
井上 光男さん
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大会・催し 講座・講習 募集 表彰 その他

 知
北
平
和
公
園
組
合
 
　
察（
　
）５
５
１
１

４８

▼
募
集
区
画
数
　
①
　
平
方
メ
ー
ト
ル
＝
８

４．０

区
画
　
②
　
平
方
メ
ー
ト
ル
＝
　
区
画

３．２

４２

▼
永
代
使
用
料
　
①
　
万
円
　
②
　
万
円

６０

４８

▼
維
持
管
理
料
　
①
②
と
も
年
額
３
２
４
０

円（
１
年
未
満
で
も
１
年
と
み
な
し
ま
す
）

▼
応
募
資
格
　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

煙
平
成
　
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
、

２９

大
府
市
・
東
海
市
・
東
浦
町
の
い
ず
れ
か

に
住
所
を
有
し
、
現
在
、
墓
地
、
納
骨
堂

な
ど
に
納
骨
さ
れ
て
い
な
い
親
族
の
遺
骨

を
自
宅
な
ど
で
保
管
さ
れ
て
い
る
方
（
分

骨
や
改
葬
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

煙
使
用
許
可
の
日
か
ら
２
年
以
内
に
墓
石
ま

た
は
墓
標
な
ど
を
建
立
し
納
骨
で
き
る
方

煙
現
在
、
知
北
霊
園
の
墓
地
を
使
用
さ
れ
て

い
な
い
世
帯

知
北
霊
園
墓
地
１
次
募
集

▼
必
要
書
類

煙
知
北
霊
園
墓
地
使
用
許
可
申
請
書（
用
紙

は
組
合
規
定
の
も
の
）

煙
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し（
全
記
載
で

３
カ
月
以
内
の
も
の
）

煙
火
葬
許
可
証（
火
葬
執
行
の
火
葬
場
か
ら

交
付
さ
れ
た
も
の
）

煙
戸
籍
謄（
抄
）本（
申
請
者
と
死
亡
者
の
続

柄
が
わ
か
る
も
の
）

▼
申
し
込
み
　
５
月
　
日
　
～
　
日
　（
土
・

１０

（水）

１６

（火）

日
曜
日
も
受
け
付
け
可
）に
、
申
請
者
本

人
ま
た
は
家
族
の
方
が
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、

組
合
事
務
所
へ（
申
し
込
み
は
、
１
世
帯

に
つ
き
①
ま
た
は
②
の
ど
ち
ら
か
１
区
画

で
す
。
ま
た
、
遺
骨
の
な
い
方
は
、
７
月

中
旬
に
行
う
予
定
の
２
次
募
集
に
応
募
し

て
く
だ
さ
い
）。
な
お
、
当
選
を
辞
退
し

た
方
は
、
当
選
を
辞
退
し
た
日
か
ら
１
年

間
申
し
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
抽
選
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
９
時

２６

（金）

▼
抽
選
場
所
　
知
北
平
和
公
園
組
合
事
務
所

▼
そ
の
他
　
詳
細
は
、
組
合
事
務
所
ま
た
は

環
境
課
に
用
意
し
て
あ
る
墓
地
募
集
案
内

書
と
申
請
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 知
多
北
部
広
域
連
合
総
務
課
 　
　
　
　
　
　

察
０
５
２（
　
）１
６
５
１

６８９

▼
募
集
人
数
　
１
人

知
多
北
部
広
域
連
合
臨
時
職
員
募
集

▼
勤
務
時
間
　
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
３

時（
５
時
間
勤
務
）

▼
勤
務
場
所
　
知
多
北
部
広
域
連
合（
東
海
市

し
あ
わ
せ
村
内（
東
海
市
荒
尾
町
））

▼
勤
務
内
容
　
介
護
保
険
事
業
に
係
る
事
務

▼
賃
金
　
時
間
給
　
円
８７０

▼
勤
務
開
始
日
　
６
月
１
日
　（木）

▼
待
遇
　
雇
用
保
険
加
入
、
距
離
な
ど
に
応

じ
て
通
勤
手
当
支
給
、
年
次
有
給
休
暇
付
与

▼
選
考
方
法
　
面
接
試
験（
５
月
　
日
　
実
施
）

１８

（木）

▼
申
し
込
み
　
５
月
１
日
　
～
　
日
　
に
電

（月）

１５

（月）

話
で
知
多
北
部
広
域
連
合
総
務
課
へ
。

  消
防
本
部
庶
務
課
 

　
察（
　
）２
２
０
７

４７

　
平
成
　
年
度
市
消
防
団
正
副
分
団
長
以
上

２９

の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
平
成

　
年
度
の
退
団
者
の
う
ち
、
勤
続
７
年
以
上

２８の
方
へ
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

煙
消
防
団
長
　
濵
嶋
光

　
　
副
団
長
　
大
島
誉
幸
・
深
谷
正
之

煙
大
府
分
団
分
団
長
　
篠
 
善
久

　
　
　
　
副
分
団
長
　
松
原
睦

市
消
防
団
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

煙
横
根
分
団
分
団
長
　
永
井
優
一

　
　
　
　
副
分
団
長
　
大
嶋
和
弘

煙
北
崎
分
団
分
団
長
　
山
田
達
也

　
　
　
　
副
分
団
長
　
竹
下
直
幸

煙
共
和
分
団
分
団
長
　
鈴
木
伸
男

　
　
　
　
副
分
団
長
　
鳥
羽
健
司

煙
長
草
分
団
分
団
長
　
近
藤
一
真

　
　
　
　
副
分
団
長
　
青
木
建
尚

煙
吉
田
分
団
分
団
長
　
浅
田
大
輔

　
　
　
　
副
分
団
長
　
浅
田
剛
至

煙
森
岡
分
団
分
団
長
　
甲
斐
尚
志

　
　
　
　
副
分
団
長
　
中
山
佳
久

平
成
　
年
度
退
団
者（
勤
続
７
年
以
上
）

２８

煙
大
府
分
団
　
加
藤
博
臣

煙
横
根
分
団
　
神
谷
優
一
・
相
羽
栄
俊
・

　
　
　
　
　
　
神
谷
啓
介

煙
北
崎
分
団
　
神
谷
久
志

煙
共
和
分
団
　
稲
熊
友
洋

煙
吉
田
分
団
　
深
谷
渉

煙
森
岡
分
団
　
土
屋
一
樹

５月の納税

軽自動車税　全期分

５月３１日鐘納期限

　納税には、便利な口座振替をご利用くだ
さい。手続きは、各金融機関窓口へ通帳印
をお持ちの上、お申し込みください。
　また、車検を受ける方は、領収印が押印さ
れた納税証明書を大切に保管してください。

轄問納税課 緯(45)6263

■
水
道
の
漏
水
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
課（
察（
　
）２
１
１
１
）へ
。
休
日
な
ど
の
漏
水
当
番
業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

４７

募集 その他表彰
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大会・催し 講座・講習 募集 表彰 その他

 雨
水
対
策
課
 

　
察（
　
）３
８
９
７

８５

　
洪
水
や
浸
水
を
防
ぐ
に
は
、
川
の
改
修
工

事
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
雨
水
を
貯
め
た
り
、

田
畑
を
保
全
し
、
河
川
に
一
度
に
入
る
雨
水

の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
河
川
だ
け
で
な
く
流
域

（
集
水
域
）内
で
も
対
策
す
る
こ
と
や
、
洪
水

時
の
避
難
警
戒
態
勢
を
確
立
す
る
こ
と
を

「
総
合
治
水
対
策
」と
言
い
ま
す
。

　
５
月
　
日
　
～
　
日
　
は「
総
合
治
水
推
進
週

１５

（月）

２１

（日）

間
」で
す
。
梅
雨
が
近
づ
き
、
雨
が
多
く
な
る
こ

の
時
期
に
、
総
合
治
水
に
つ
い
て
考
え
、
浸
透
ま

す
や
透
水
性
舗
装
、
浄
化
槽
な
ど
を
利
用
し
て
の

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
施
設
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
下
水
道
課（
察（
　
）６
４５

２
３
９
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア

　
総
合
治
水
を
理
解
す
る
た
め
の
図
や
写
真

を
用
い
た
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
総
合
治
水
を

紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
　
７
月
７
日
　
～
　
日
　

（金）

１３

（木）

▼
場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
健
康
ロ
ビ
ー

 知
多
北
部
広
域
連
合
総
務
課
 　
　
　
　
　
　

察
０
５
２（
　
）１
６
５
１

６８９

▼
日
時
　
６
月
１
日
　
　
午
後
１
時
半
～
４

（木）

総
合
治
水
を
ご
存
じ
で
す
か
？

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
法
律
相
談

時
半

▼
場
所
　
市
役
所
２
階
　
会
議
室

２０６

▼
対
象
　
知
多
北
部
広
域
連
合
か
ら
要
介
護

ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
被
保
険

者
お
よ
び
そ
の
介
護
者
の
方

▼
内
容
　「
請
求
さ
れ
た
料
金
が
契
約
と
異

な
る
」「
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
に
身
体
的
あ
る

い
は
財
産
的
な
損
害
を
受
け
た
」な
ど
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。

▼
定
員
　
６
人（
先
着
順
）

▼
料
金
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
５
月
８
日
　
～
　
日
　
に
電

（月）

１９

（金）

話
で
知
多
北
部
広
域
連
合
総
務
課
へ
。

 煙
北
山
小
学
校
・
東
山
小
学
校
・
共
和
西
小

学
校
・
石
ケ
瀬
小
学
校
・
大
府
北
中
学
校
へ

あ
い
ち
知
多
農
業
協
同
組
合
か
ら
　
横
断

歩
道
交
通
安
全
旗（
　
万
２
０
０
０
円
相

１４

当
）

煙
ひ
と
ま
ち
お
う
え
ん
基
金
へ

オ
オ
ブ
ユ
ニ
テ
ィ
　
か
ら
　
３
万
円

（株）

　
八
神
か
ら
　
　
万
円

（株）

３０

煙
吉
田
児
童
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ「
た
け
の
こ
」か
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
一
式（
８
万
円
相
当
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

その他

家庭教育宅配講座

くちなし便り
市ホームページでも「くちなし便り」
はご覧になれます。▼

左のＱＲコードからどうぞ外

▼対象　子育て中の方・子育てに関心のある方

▼内容　市では、家庭教育に役に立つ情報が満載の
家庭教育宅配講座「くちなし便り」（全６回）を発行
しています。各月のテーマは、５月「絵本で子育
て～今一緒に読みたい本～」・６月「大丈夫。どん
なことがあっても、わたしはあなたの味方で
す」・７月「ぎゅーっと抱きしめて、きっと安心す
るよ」・９月「みんな違ってみんないい～発達障が
いの子どもと共に～」・１０月「私の子育てを振り
返って～一人の教員、そして父として～」・１１月
「意欲を引き出す脳科学コーチング２～子どもを
育てるコーチング～」です。申し込みされると、
最寄りの公民館に「くちなし便り」をお届けします。

▼申し込み　電話・ＦＡＸ・Ｅメール（ＦＡＸ・Ｅメー
ルの場合は、件名に「くちなし便り希望」と記入し、
本文に住所・氏名・電話番号・子どもの学年または
年齢（子どもの
いる方のみ）を
明記）または、
直接協働推進
生涯学習課（胃
（４７）９９９６・死
kyodo@city.
obu.lg.jp）、も
しくは直接各
公民館へ。

協働推進生涯学習課　緯（４５）６２１５

講座・講習
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広報広聴課　緯(45)6214

広　告
財源確保などのため、有料広告を掲載しています。

広　告
財源確保などのため、有料広告を掲載しています。

市民伝言板６月１５日号の受付
受付期間：５月１８日障～２５日障
市民伝言板７月１日号の受付
受付期間：６月２日鞘～９日鞘
共通事項
受付件数：各８件（先着順）
申込方法：市民伝言板掲載申請書
を直接広報広聴課へ。
その他：掲載には制限があります。

パパ・ママからのまほうのことば
０才からの親子のコミュニケーション
みらいっこ　察０９０（８５４６）５５７２

赤ちゃんからの発育発達と言葉の
コミュニケーションを音楽と一緒
に、親子で学ぶイベントです。
日時：６月１日障　１０：００～１１：４０
場所：allobuギャラリーallobu
定員：３０組(先着順)　料金：７００円
申込：５月２日からメールでみらいっ
こ（死miraikkoobu@yahoo.co.jp）へ。

ステップアップ会員募集

間瀬　察０９０（９９２５）３４９９
健康運動指導士のもとエアロビで
頭を使う有酸素運動外　ヨガ他多
彩な内容で心も体もリフレッシュ鎧
子連れ、見学･体験OK
日時：障月３･４回　１０：００～１１：００
場所：市民体育館　料金：３ヶ月
４０００円　申込：メールで間瀬
（死２０１７kakari@gmail.com）へ。

運動能力向上　キッズコア&
コーディネーション無料体験

奥田　察（８５）４５００
楽しく遊びながら、運動神経の発
達を促し、スポーツ全般に必要と
される運動能力を向上しましょう
日時：毎週鍾　１６:００～１７:３０
場所：コラビア
対象：幼児～小学校低学年
定員：各回２０人（先着順）
申込：電話で奥田へ。

大府混声合唱団「赤とんぼ」
創立４５周年第２３回演奏会

花井　察０５２（６０３）５８２４
日時：５月２８日醤　13:30開演
場所：勤労文化会館もちのきホール
曲目：混声合唱組曲「水のいの
ち」・日本の抒情歌他
指揮：柿原典明　ゲスト：柿原有
子・Ami　料金：全自由席５００円（前
売・当日も販売）
申込：電話で花井へ。
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　皆さんは普段、どこで買い物をしますか？
現代はショッピングモール、スーパー、コン
ビニ、インターネット通販など、欲しいもの
がいつでも手に入る世の中になりましたが、
それらが普及する以前には、野菜は八百屋、
魚は魚屋、酒は酒屋・・・と、欲しいものは
それを売るお店で買うのが一般的だったよう
です。また、それらのお店が定期的に一ヶ所
に集まり、仮設販売する「朝市」という形式も
古くから存在しました。
　実は今でも、昔ながらの「朝市」が大府でも
定期開催されているのですよ。今回はその内
の一つ、熱田神社で開催されている「五十の
市（ごとおのいち）」をご紹介します。
　朝日町にある熱田神社では、毎月５と０のつく日の
午前９時～12時に朝市が開催されます。この朝市の
歴史は古く、戦後の闇市から世代をまたいで続いてい
るのだそうです。
　境内には八百屋、魚屋、団子屋など１０軒ほどのお店
が軒を連ねており、どのお店も新鮮・作りたての自慢
の商品を並べ、「いらっしゃい」と元気に声を掛けてい
ました。
　この日出店していた皆さんは、どなたも親の代から
出店を続ける２代目の方ばかりでした。お話を伺うと、
「朝市の良いところは、専門店ばかりなので良いもの
を相談しながら購入できること。お客さんの側も、お
母さんの代からずっと気に入って来てくれている「２
代目」の方もいますよ」という声を聞くことができました。
　金物屋の店主は、「今の時代は多くの方が量販店で
同じ品物を購入しているけれど、本来使う人によって
必要な道具、品物は異なるはず。ここではお客さんの
用途と予算に見合った品物を提供できますよ」と、専
門店の強みを話してくれました。
　常連だというお客さんにもお話を伺うと、「野菜一

つ買うのにも、旬なものや料理の仕方を教えてくれて、
地場の新鮮なものを安く購入できるから気に入ってい
ます。また日にちと時間が決まっているので、お店の
方や、毎回顔を出すお友達と会ってお話することも楽
しみにしていますね。それから前回購入したものをお
店の方が覚えてくれているので、使ってみた感想を
言ったりしてその後のつながりが持てるのもうれしい
です」と、お店とお客さんの距離の近さがあってこそ
の魅力を教えてくれました。
　しばらく取材を続けていると、魚屋の店主が金物屋
に包丁研ぎをお願いしていたり、八百屋のお母さんが
お茶屋でお話をしながら休憩していたりとお店同士の
つながりもみられ、人と人との温かな結びつきを感じ
ました。
　一見タイムスリップしたような神社の朝市空間には、
ゆっくりとした素敵な時間が流れており、これからの
世代にもつなげたくなる大切な文化がありました。
スーパーやコンビニもいいけれど、こんなに魅力いっ
ぱいな五十の市に、皆さんもぜひ足を運んでみてはい
かがでしょうか。

▲魚屋の購買風景

熱田神社
五十の市

今月のレポーター

相羽 耕貴
今年度から市役所で働いています。
大府市のさまざまな良いところを取
材し、広報おおぶファンを増やせる
ように頑張ります。



広報広聴課　察（４５）６２１４

２０１７ ５.１25

　毎月第４土曜日にallobu図書館や定期的に福祉
施設などで創作の紙芝居を披露している相羽さん。
「お客さんにどうしたら喜んでもらえるかを常に考
えています」と工夫を話します。相羽さんが手作り
した紙芝居の中には大府市を舞台にした民話もあ
ります。「今後も継続していき、多くの人に大府の
民話を知ってもらいたいです」と目標を話します。

相羽 正康さん（横根町・６４歳）

元気の秘訣は？
紙芝居を披露していると多くの人に喜
んでもらえます。地域に貢献できてい
るという実感があるから楽しく続けら
れ、それが生きがいとなっています。

今後やってみたい新たな挑戦は？
大府の民話や民話にまつわる場所を
地図に落とし込んだガイドマップを
作りたいと考えています。

Q
A

Q
A

▲市内の福祉施設で紙芝居を披露する相羽さん。

西村 侑馬さん
平成２９年３月９日生まれ
和希さん（父）　早紀さん（母）

　こんにちは外　西村侑馬です。
ゆらゆら抱っことお風呂が大
好き。たくさん食べて、いっ
ぱい遊んで、パパよりもおっ
きくなるぞ外

　アメリカなどで流行する音楽のジャ
ンル「ポップパンク」を演奏するバンド
のベースを担当する外山さん。来年夏
頃からメンバーとともに渡米し、音楽
活動を行います。「ポップパンクの本
場アメリカのライブハウスなどで日本
とは異なる音楽文化に触れたいと思い
ました」ときっかけを話します。外山
さんたちは現在、曲づくりに専念中。
「アメリカで多くのことを吸収してき
ます。成長した自分たちの影響で、日
本でもポップパンクが流行していくと
うれしいです」と目標を話します。

◆趣味　スケートボード
◆大府の思い出の場所　大府西中学校（初め
　てバンドを結成し、文化祭で曲を披露した）

自分たちの活躍で
ポップパンクを流行らせたい
外山 潤一郎さん（柊山町・２０歳）

いつも元気
いっぱい！



262017 ５.1

■消費者ホットライン　察１８８
■市消費生活センター　察（４５）４５３８

商工労政課　察（４５）６２２７

青少年女性課　察（４５）６２１９

言葉巧みに誘導・・・外
占い商法にご用心外

■相談事例（６０代・女性）

　スマートフォンに「無料で占うので安心してください」と
いうメールが来て、軽い気持ちで占いサイトに登録した。
最初は無料だったが、途中からポイントを購入しなければ
ならなくなった。占い師の女性から、「あなたには私と同じ
守護霊がついているから、絶対幸せにしてあげたい」と言わ
れ、偶然持病が改善したこともあり、のめり込んでしまっ
た。やめると伝えても「あと少し、終盤が見えています」な
どと引き延ばされた。借金をして２５０万円くらい使った。

■事例に関するアドバイス

暫ポイントの購入により相手とメールなどができるシステ
ムの「占いサイト」では、相手の誘導でやりとりを重ねて
いるうちに、気付いたときには、多額の費用をつぎ込ん
でいたということもあります。

暫「幸せになれる」などと言われても、相手の言葉をうのみ
にせず、冷静になりましょう。家族や身近な人に相談す
ることも大切です。

「その人らしさを認めよう」や、「私らしく、あなたらし
く」というような言葉を聞いたことはありませんか？
これはそれぞれの個性を認め合って、お互いに尊重して

いこう、という意味で、市の目指す「男女共同参画社会」の
大切な礎となる考え方です。

私たちは、例えば仕事やものの好みについて、「これは男
性の仕事」「それは女性っぽい」と、ある意味当たり前に区分
けしていることがあります。長年かけて形成されてきた社
会のイメージなので、ごく自然なことでもあるでしょう。
でも、その私たちの持つ「当たり前」の意識によって、「本当
の自分」を隠して生きている人がいたとしたら・・・。

このコーナーでは、誰もが「自分らしさ」を認め合うこと
ができる社会を形成するためのヒントや解決方法をさまざ
まな事例やデータを通してご紹介します。私たちが無意識
に当たり前だと思っていることを、違う角度から考えてみ
ませんか。

十人十色
個性を認め合おう
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広報おおぶの今後の編集や企画に生かしていきたいと思っています。
ご意見をお聞かせください。

広報広聴課　緯(45)6214

料金受取人払郵便 09７８４７４
大府郵便局
承　　　認

６８８
差出有効期間
平成３０年４月３０日まで

（　　　　　）

〈受取人〉
大府市役所
広報広聴課　行切手を貼らずに

お出しください

郵　便　は　が　き

広報紙から
切り取ってください。

アンケート欄に
記入してください。

半分に折り内側全面を
のり付けしてください。

ポストに投函してく
ださい。

や
　
　
ま
　
　
お
　
　
り

広報おおぶ「みんなの声」専用はがき

年齢／　　歳　　　　　　性別／　男・女

今回の広報おおぶで、文字・色・構成などについて、見やす
いと思った記事、見にくいと思った記事とその理由をお聞か
せください。（下表の番号を記入してください。複数回答可）

Ｑ1

見にくい（　　　　　　　　）見やすい（　　　　　　　　）

今回の広報おおぶで、「面白い・役に立った」と思った記事とその
理由をお聞かせください。（下表の番号を記入してください。複数回答可）

Ｑ２

面白い・役に立った（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今後取り上げてほしい企画や広報おおぶへのご意見・ご要望
をお聞かせください。

Ｑ３

※広報おおぶに関するアンケートは、市ホームページでもお答えいただくことができます。

理由

理由

Ellen's Corner

【この号の内容】①輝く大府人　②特集「自然満喫　お手軽キャンプ外」　③市政news　④情報パック　⑤まちかど特派員レポート　⑥みんなに
ごあいさつ　⑦New Face! OBU　　⑧いきいきシルバーライフ　⑨認めあおう外　自分らしさ　⑩消費生活相談　⑪Ellen's Corner　⑫市音
楽祭「吉田兄弟～三味線だけの世界～」　⑬その他

１１２１ご協力ありがとうございました。

　新東名高速が豊田ま
で開通して何度か利用
しましたが、伊勢湾岸
道から新東名に入ると
程なく新城インターの
看板が見えてきます。
今回の特集で紹介して
いる大府市野外教育セ
ンターは、意外と近く
にあるのに、行ったこ
とがない人が多いので
はないでしょうか。私
も小学校のキャンプで
行って以来、ほとんど
行っていません。これ
からがベストシーズン
なので久しぶりに行って
みようかな。誰か誘っ
てー外（藤）

　昨年9月にオーストラリアで新５ドル札が発行されました。その特徴は視覚障
がいのある人が他のお札と区別しやすいようにお札の長辺の片側１カ所ずつに小
さな凸凹が付いていることです。これはオーストラリアに住む盲目の少年とその
母親の請願書により実現しました。少年は学校の購買で昼食を買う時、お札が判
別できないことを恥ずかしく感じ、毎回コインで払っていました。自分だけでは
なく、他の目の見えない人のためにも何とかしようと考え、母親とともにイン
ターネットで署名活動を始め、オーストラリア準備銀行を動かしました。
　日本でも視覚障がい者に配慮したお
札が使われていますが、凸凹の付いた
お札がオーストラリアでも誕生したこ
とは、多様性を大切にする国民性の表
れだと感じます。
　今年9月頃には、お札の長辺の片側
２カ所ずつに凸凹が付いた新10ドル札
が発行される予定です。見るだけでな
く触るのも楽しみです。 ▲視覚障がい者に優しい凸凹（写真○の

　箇所）がついた新５ドル札。

視覚障がいのある人に配慮した
オーストラリアの紙幣

国際交流員／エレン・ウー
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勤労文化会館　緯（４８）６１５１　

料　　金    ３０００円（全席指定・４歳児未満は入場できません）
申し込み   ５月１０日（水）　販売開始
　葛８:３０～　文化振興課  　　葛９:００～　勤労文化会館・ミューいしがせ・ａｌｌｏｂｕ
　葛１０:００～　サークルＫサンクス・セブンイレブン・チケットぴあ（緯０５７０（０２）９９９９・Ｐコード（３２９－４８０）
煙託児あり　1人1000円（３カ月～就学前児・７月１３日（木）までにネットワークおおぶ緯（８５）７０２８へ）

７月１６日（日）　１５:３０開演　勤労文化会館もちのきホール

大府市音楽祭


